
討議資料

◆1961年／8月福岡県生まれ◆1980年／岐阜県立大垣東高校卒業◆1985年／上智大学
文学部卒業◆1985年／カゴメ株式会社入社、東京本部営業部他勤務◆1991年／電気興業
株式会社入社 秘書室、業務管理部、海外営業部他にて20年以上管理職として勤務◆2021
年／NPO法人SSS入職、社会福祉士として生活困窮者向け宿泊所にて施設長として勤務

■スポーツ：中学から大学まで8年間ハンドボール部（中高はキャプテン）■資格：社会
福祉士、一級土木施工管理技士、第一種衛生管理者、建設業経理士2級■特技：腕相撲、
ピアノ、声楽■趣味：筋トレ、カラオケ、マラソン
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■認知症検査費用助成
の充実

　（CT、MRI 画像診
断を含む）

■介護保険の所沢市特
別給付の充実

　（給食サービス、寝
具クリーニングなど）

■認知症賠償責任保険
の対象市民一括適用

リバブル シティ

プロジェクト
高齢者支援

すえつぐ宏樹
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　主に虐待や親との離別が原因
で、母親などと子どもの間に愛着
がうまく形成されなかったこと
で、大人になっても対人関係がう
まく築けず、働けない人や、経済
的理由で望んだ教育が受けられな
かった人が多数おられます。

　もっと早く医療や
介護の福祉を受けて
いれば、重度の糖尿
病や認知症も予防で
きたのではないかと
いうケースが多々あ
ります。

　心身の健康に恵まれ
ないため働けていない
方に対して、生活保護
費を支給するだけでな
く、就労に結び付ける
ための積極的な支援が
必要と感じます。

ごあいさつ
大学生の時、アルバイトで貯めたお金で航空券を買って、南米ボリ
ビアへ小学校建設のために集めた募金を届けに行きました。貧しい
環境の中でも子ども達が笑顔で学べる場の大切さを痛感しました。
あれから約40年、民間企業勤めを経て現在は社会福祉士として、
生活困窮者向け宿泊施設にて18歳から89歳までの利用者さんに対
して、あらゆる福祉資源を活用してその方々が自立した生活を送れ
るよう、また安心安全に暮らせるようサポートしています。

すえつぐ宏樹 後援会事務所
〒359-0038 所沢市北秋津 659‒2　連絡先 090‒6125‒8086

suehiro359@gmail.com

誰も置き去りにしない、
すべての人にやさしい所沢にしたい！
個々の生活困窮者を支援する中で、点から線、面へとより広く、社会的に不利益
を被っている方や、市民の方々の声なき声に耳を傾けたいと、今回挑戦を決意
しました。
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浅野美恵子（元所沢市議会議長）
「すえつぐさんは、会社勤めをしながら勉強されて社会福祉士の国家資格を取得
した方で、『子育て世代』、『高齢者世帯』に寄り添うことができる優しい方です。
地域の問題解決にも尽力してくださると思います。すえつぐさんを応援します。」
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